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1. ジョージア工科大学での研究活動 

 

 
上の写真は、蛍光タンパク質を導入して光らせた、ホヤの幼生です。Stolfi 先生の研究室

では、メンターと一緒にホヤの神経発生の研究に携わらせていただきました。 
あまり知られていないのですが、ホヤは生まれてすぐはオタマジャクシのような形態を

しており、泳ぐことができます。さらに面白いことに、この幼生はわずか 177 の中枢神経
しか持たないにも関わらず、我々脊椎動物と似た体の構造を持ちます。このような特徴を
持つホヤの幼生の神経細胞発達メカニズムを、特定の遺伝子のみを光らせて位置を調べた
り、それを過剰に発現させたり、逆に発現を阻害した時の神経の変化を蛍光によって観察
するという、単純ながら非常に有効な手段を用いて研究させていただきました。人に最も
近い無脊椎動物であるホヤの神経発生メカニズムを理解することで、神経発生の基盤を支
えるメカニズムを解明する、その一歩として今回の研究を行いました。 
 

ホヤに蛍光色素の配列をつけた遺伝子を組み込むこ
とで、見たい細胞に発現する見たい遺伝子のみを染め
分けることができます。今回私は ddN という、軸索
が交叉している特殊な形態をした運動ニューロンを対
象とし、この運動ニューロンがどの遺伝子によって
軸索交叉を起こすのか、遺伝子の絞り込みとその局
在場所の観察、さらに遺伝子のノックダウンを行う
ためデバイスの設計を行いました。 
 
2. 研究活動における日米の違い 
 研究活動というのは、研究室によって大きく異なり、純粋にアメリカのラボならこのよ
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うになっているという風に述べるのは大変難しいものです。そのような前提を踏まえた上
で、今回私が所属させていただいたラボやその周りのラボを参考に米国のラボの文化とし
て感じたことを述べさせていただきます。 
 

「アメリカのラボってどんなところ？」と人に聞いた時に帰ってくる答え第 1 位は、「教
授との距離の近さ」でしょう。少なくとも私が聞いたときはそうでした。これは、全くそ
の通りでした。うちのラボの教授は学生に混じって実験しながら雑談していましたし、お
隣のラボの教授はあまりにもずっとラボにいて、あまりにもずっと議論しているので私は
途中まで学生だと思っていました。また、これは日本との違いというわけではないのです
が、滞在中に関わらせていただいた方々は、学生が言うことに対して無知を非難すること
が全くなく、学部生の意見でも馬鹿にしたりせず、面白い部分を拾ってそこから議論を広
げてくれる方が多かったです。エモリー大学にいらっしゃる、私の分野でとても有名な教
授に会いに行った時も、学部生に対して時間を次の予定ギリギリまで使って将来のことを
相談させてくれましたが、面白いことには面白い！とはっきり言ってくださるのでとても
お話がしやすかったのを覚えています。アメリカで色々な教授方と喋るうちに、教授とお
話しする時にいちいち緊張する必要はないのだ、相手は自分の話を馬鹿にしたりしないの
だから、言いたいことを言えばいいのだ、ということを学ぶことができました。このよう
な教授側の話の聞き方や気さくさも、アメリカの意見を言いやすいという文化に繋がって
きているのではないかと思います。日本では教授に対しては敬意を払うべきという考えが
強すぎてつい萎縮してしまいがちですが、日本の教授も恐らくアメリカの教授と同じで、
学部生の意見だからと馬鹿にすることはないのではないかと思います。ただ私が勝手に萎
縮しているだけで、日本でももっと意見を言うべきだったのかもしれないと感じました。 

一方で、アメリカ人はお世辞を言わない、相手に対して言いたいことは全てはっきり主
張するというのは、真実ではない一面もありました。少なくとも私が見てきたアメリカ人
（もしくはアメリカへの留学生）は、日本人レベルにお世辞を言うし、何かトラブルがあ
っても直接注意したりはしない印象でした。しかしながら、人の良いところを見つけると
いう点にかけては大変上手で、しかもハイテンションで相手を褒める人が多かったです。 
 また、日本のラボよりも学生に与えられるチャンスが多いことも感じました。例えば私
が教授に、遺伝子発現解析などのドライの実験もやってみたいという希望を話したところ、
すぐにこういう実験をしたら面白いのではないかということを紹介してくれましたし、そ
もそもこちらの学生は能動的に動けば学部 1 年生から（たいていの場合は学部 2 年生から）
研究室に参加することができるそうです。私の友達は、学部 1 年から自分のしたい研究の
ために 1 からラボをセットアップするチャンスがあったそうで、それは日本では中々得難
い経験だと思いました。 
 
3. 米国の分化・生活面での発見・苦労等 



 こちらの文化や考え方、生活等を直接見聞きすることは、今回の留学における私の目的
の一つでした。私の所属させて頂いたラボの方々には、どのようにして PhD（博士号取得
コース）に至ったのか、治安が悪いアトランタで暮らす上での苦労、パートナーとの生活
等を教えていただきました。驚いたのが、パートナーの居る人の多さとプライベートの充
実具合です。どのラボでも、育休に入った（もしくは入ったことのある）PhD のラボメン
バーがおり、教授も育休に対する理解がありました。また、一日中ラボにいるということ
は無く、その日にやらなければいけない実験を終わらせたら帰宅してパートナーと観劇に
行く、といったように、研究とプライベート両方を充実させようという気概を感じました。
深夜までラボに居るメンバーもいましたが、そのような人は本当に研究が楽しそうでした
ので、自分が楽しいと思うことを優先しているという点では変わらないようです。また、
ラボの方々の楽観的なところと、他のメンバーへの優しさは日本で実験するに当たっても
見習う必要があると思いました。私が失敗した時も、色々なラボメンバーの方が親身に相
談に乗って下さり、どんな致命的な失敗をしても”It’s not the end of the world!”という言葉
をかけてくれました。この言葉が、私が滞在中に聞いた最も好きな英語になりました。 
  
 また、JSA という、ジョージア工科大学での日本人クラブとの交流を通して、ジョージ
ア工科大学の学生の生活や考え方についても知ることが出来ました。具体的な家賃やどん
な所で遊ぶのか、卒業後はどのような進路を取るつもりなのか等を聞き、非常に多様な進
路がある事に驚きました。日本の理系では学部もしくは修士を卒業したら院に行くか就職
するかだと思うのですが、こちらの方々はアメリカの企業のみならず日本の企業に就職し
たり、メディカルスクールやデンタルスクールに所属したり、その様な難関に挑む前に経
験を積むためラボテクニシャンに応募したりと、多様な進路があることを教えてくれまし
た。  
 
 また、JSA で出会った日系アメリカ人の友達に、学生だけでない様々な人々、特にキリ
スト教を信仰する方々の暮らしや考え方を教えてもらいました。米国滞在最後の 3 週間、
私はこの友達の紹介で、日本人教会の礼拝に参加しました。これは日本人のみが集まるキ
リスト教バプティスト派の教会で、聖歌も全て日本語、という日本人コミュニティーの中
の教会でした。日本人教会に来ている方々はキリスト教徒だから来る方だけでなく、日本
人のコミュニティーとして参加されている方も多い印象で、実際礼拝に参加していてもキ
リスト教ではないという方々も一定数いらっしゃいました。私は今までキリスト教という
ものには一切触れたことがなく、宗教の授業なども敬遠するタイプの人間だったのですが、
キリスト教それ自体というよりも、キリスト教を信仰する方々やその方々の考え方の素敵
さを知り、宗教へのイメージが変わりました。最も印象に残っているのは、その友達と共
に尋ねたホストファミリーの奥様が言われていた、「私の人生は大変なことが多かったけ
れども、困難は神様が与えてくれた試練なの。だから何もつらいことなんてないわ。」と



いう言葉でした。人生で直面する困難を、神から与えられる試練だと受け止めることで、
絶望から早く回復できるという、キリスト教徒の強さを知りました。 
 また、道行く人々との交流の多さには驚かされました。こちらの人たちは全く知らない
他人に対しても挨拶をするのが当然だと思っているし、全然知らない人に対しても積極的
に世間話をしてくれます。友達と遊びに行ったはずが、通行人と会話しているうちに１時
間がたっていた、ということもよくありました。このような文化は、南部特有のもので、
北部はもっとせわしないのだと教えてもらいましたが、個人的にはこのような南部の文化
はとても素敵だと思いました。 
 
 苦労としては、やることが多すぎてタスク管理が大変でした。自分は欲張りな人間なの
で、研究も成果を出しつつアメリカでの生活を楽しみたいと思い、睡眠時間を削って研究
をしたり論文を読んだり友達と遊んだりしていたのですが、研究に時間を掛けすぎてポス
ター発表の準備が間に合わず、ポスター発表直前にかなり体調を崩してしまいました。い
くら考えようとしても頭にモヤがかかって考えられず、せっかく教授とディスカッション
をしているのに全く生産的な話が出来なかったり、ポスターに力を入れようとしても気力
がわかなくなったりしてかなり苦しみました。しかしこの苦しみは結果として私の考え方
を根本から色々と変えてくれたので、苦しんだ意味はあったのかなと思います。当然のこ
とですが、研究というのは答えが分かっていないからするものです。自分の日本でやって
いることと異なり、ホヤの軸索伸長の研究は分かっていないことが非常に多い分野でした。
PI やメンターに何を聞いても、「それは自分にはわからない、それがわからないから研究
するんだろう？」と言われ、最初のうちは（実はほぼ終盤まで）自分が何をやっているか
不明瞭な状態が続き、この状態のまま研究することに対して若干の気持ち悪さのようなも
のを覚えつつ実験していましたが、そもそもわからないことの多い分野であると認識する
ことが自分に足りていなかったのだと今では思います。何でも聞いてばかりで自分で実験
を進めることへの責任感を受け止めきれなかったという部分もあり、短い期間集中して、
初めて接する分野の実験をするということへの難しさも体験できました。 このプログラム
にこれから参加される方は、メンターは自分の実験を全て管理してくれる訳では無く、自
分がやりたいと思ったことはメンターに主張するべきだし、自分の決定には自信と責任を
持つ必要があるということを覚えておいてほしいです。 
 

また、過去の奨学生の方も言っていたように、英語では言いたい事のニュアンスは伝え
られますが、自分の性格などを伝えることは非常に難しいです。人の性格というのは言う
ことの内容だけでなく言い回しにも滲み出るものですが、英語で喋った場合はこの部分が
意味をなさなくなります。この点にも、中々苦しまされました。ラボの方々はとても優し
い人達でしたがやはり喋るのがとても早く、その中に自分が混ざった時に会話のテンポを
崩してしまうのが怖くてわかったフリをしてしまったり、会話に参加することにかなりの



勇気を要したりしました。自分は英語が喋れる、聞ける方だとおもっていたので、人々が
言っていることが分からないことにはかなり衝撃を受けました。ああ自分は英語が思った
よりできないのだなあと感じたのは、飲食店に一人で入った時です。アトランタのごはん
屋さんはたいてい黒人の方が店員をしているのですが、黒人英語はとても聞き取りづらく、
ピザ屋の黒人の方はなぜかムキムキの方が多かったので、静かにパニックになって逃げだ
してしまい、外で「英語って難しいなあ…」と一人しみじみつぶやきながら帰ったのを覚
えています。 
 
4. 本プログラム参加の成果・意義 
 今回の留学では、1 ヶ月半という短い期間とは思えない程多くのことを学ばせていただ
きました。無知であることが否定されず、面白いもの、アイデアが評価される文化は、私
の科学への向き合い方を大きく変えてくれました。発表者に対して「興味深い発表ありが
とうございました」というのは当然のことですし日本でも行われていることですが、英語
の”Interesting presentation!”というのは、本当に面白かった、聞かせてくれてありがと
う！という感情がにじみ出ているように感じます。学部生である自分の、たった 1 カ月だ
けの発表でも、色々な人に面白いと言ってもらえました。ならば、日本で１年以上かけて
やる研究の発表が面白いと言ってもらえないはずない、と自分の今やっているプロジェク
トに自信が持てました。自分が研究に携わっている立場にもかかわらず無知であることに
対する負い目のようなものが常に付きまとっていたのですが、米国の方々が学部生であっ
ても堂々とした発表をしていて、知らないことは知らないといい、それに対して教授が否
定をしないというこちらの風潮を見て、無知であることそれ自体に負い目を感じる必要は
ないのだということを知りました。例え研究が自分の満足行くほど進んでいなくても、自
分のやっていることは面白いという気持ちでした発表は、人々から興味を持ってもらえる 
ものです。私に足りていなかったのは知識不足それ自体だけではなく、自分の研究は面白
い、それを多くの人に知ってほしい！という意識だったのだと思いました。 
 このような多くの英語会話者の前でプレゼンをする機会というのは、学部生では中々得
難いものだと思います。発表は緊張しますが、それ以上に多くのことを学ぶことができま
す。プレゼン自体は満足のいく出来ではありませんでしたが、満足出来でない状態で発表
したからこそ、上記のようなアメリカの発表者を尊重する文化を知ることができ、結果的
には得難い経験になりました。 
 
 また、こちらで交流した人たちはどの人も尊敬できる方ばかりで、今回の留学で得た一
番大きな部分は、これらの人達と仲良くなれたことかもしれません。日本にいた状態では
まず知り合うことのできなかった米国の方々はもちろん、中谷の同期も、知り合えたこと
自体が財産だと思います。プログラムに参加して知り合った方々は皆、自分の意見と視点
を持っていて、話しているだけで面白かったです。 



 
5. その他 

つい長く書きすぎてしまいましたが、目を通していただいてありがとうございます。今
回の留学は、自分が将来的にどういうことをしたいのか見つめなおす非常にいい機会にな
りました。さらに、海外のラボに所属したからこそ自分の今いる環境のすばらしさも再確
認でき、そのような環境にいてもなお海外大学院に行きたいと思う自分に向き合うことが
できました。 

コロナ禍の中であきらめかけていた留学を実現し、金銭面でのサポートだけでなくたく
さんの貴重な機会をくださった中谷財団の方々と、サポートしてくださったジョージア工
科大学の方々、そして現地で仲良くしてくれた友達と、中谷財団の同期皆に心から感謝し
ます。この素晴らしいプログラムは、私だけでなく、これからの留学生となる方々の将来
にも必ず役に立つものだと思います。 


